
「
 ~

(1)2013年 (平成25年 )5月 10日 友経白 F司
△

第 51号

簑魃魃魃陽鰊 多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、新
人
生
と
共
に

‐ |・ |||■ ||||

新
緑
の
季
節
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

本
学
で
は
去
る
三
月
二
十
五
日

に
卒
後
式
を
終
え
多
く
の
卒
業
生

を
社
会
に
送
り
出
し
、
ま
た
四
月

二
日
に
入
学
式
を
敢
行
し
ま
し
た
ｃ

経
済
学
部
で
は
約

一
千
名

の
新

入
生
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
〓
現
在
、
学
内

の
授
業
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
順
調
に
平
常

の
ス
ケ

ジ

ュ
ー
ル
で
進
ん
で
お
―，
ま
す
（）

例
年
に
な
く
桜
の
開
花
が
早
く

入
学
式

の
時
点
で
は
桜
は
す

っ
か

―，
終
え
て
し
ま

い
ま
し
た
が
も
は

や
、
多
摩
キ
ャ
ン
バ
ス
は
新
緑

ヘ

と
日
増
し
に
色
濃
く
な

っ
て
お
り

ま
す

）^

今
年
も
国
内
外
で
諸
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
が
学
生
達
は
新

し

い
学
期
を
迎
え
学
業
に
励
ん
で

お
―，
ま
す
こ

さ
て
、
下
段
の
ご
案
内

の
よ
う

に
今
年
も
六
月

一
日
に
総
会
を
開

催
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

．

こ
の
機
会
に
是
非
、
母
校
を
お

訪
ね
頂
き
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過

ご
し
下
さ

い
。
学
部
の
後
輩
に
接

す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
後

の
皆
様

の
心
の
支
え
に
成
る
こ
と
を
念
じ

て
お
り
ま
す
。

4、 記念講演 14:40～ 16:10

講師 片桐稔晴 教授

演題 日本の名城

～その見方と楽しみ方

5、 懇親会  16三 30～ 18:30

懇親会費  7,000円

但 し ゼミ学生は無料です。

13:00よ り幹事会を開催致しますので役員の方は13時 までにご参集下さい。

(懇親会費は、当日受付にて集金させて頂きますので、宣しくお願し)い_た しますQ)

ホームベージ開設のご案内

白門経友会のホームページを5月 から開設を予定しており、本会の概要、イベントなどの情報提供

やOBと 現役学生との交流の場とさせていただきます。

また改めてお知らせいたしますが、urlは WG―Keiyukaiocomを 予定しております。

3月 25日 卒業祝賀会が開催されました。

第23回 白門経友会 定期総会のご案内

1、 日時 6月 1日 (土)午 後 2時開会

(6月 第 1土曜 日が定例 となってお ります。)

2、 場所 中央大学多摩キャンパス

7号館  7103号 教室

3、 定期総会 14:00～ 14130

C平成23年度事業報告 。決算報告

②平成24年 度事業計画 0予算案

③その他
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一
第
１
号
議
案
　
２
０
１
２
年
度
活
動
報
告

■
一・一一一一一一‐〈‐‐‐‐‐詐

１
　
２
０
１
２
年
度
定
期
総
会

日
時
　
　
２
０
１
２
年

（平
成
２４
年
）

６
月
２
日

（土
）
１４
時

場
所
　
　
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

７
号
館
　
　
７
１
０
３
号
室

議
案

第
１
号
議
案

２
０
１
２
年
度
活
動
報
告
及
び
収
支

報
告
承
認
に
つ
い
て

第
２
号
議
案

２
０
１
３
年
度
活
動
計
画
及
び
会
計

予
算
案
承
認
に
つ
い
て

第
３
号
議
案

そ
の
他
報
告
事
項

以
上
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
大

須
真
治
教
授
に
よ
り

「
日
本
の
農
業
と
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
と

の
演
題
で
講
演
を
頂
い
た
。
つ
い
で
会
場
を
生
協
２

階

「
フ
ラ
ッ
ト
」
に
移
し
懇
親
会
が
、
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

２
　
幹
事
会

①
　
２
０
１
２
年
６
月
２
日

（土
）
第
２３
回
総
会
の

議
案
を
審
議
、
承
認

②
　
２
０
１
２
年
Ｈ
月
２３
日

（水
ヽ
夕
凪
」
で
行
い

諸
行
事
の
承
認

３
　
常
任
幹
事
会

①
　
２
０
１
２
年
　
４
月
１６
日

②
　
２
０
１
２
年
　
５
月
１７
日

③
　
２
０
１
２
年
　
７
月
２５
日

④
　
２
０
１
２
年
　
９
月
２７
日

⑤
　
２
０
１
２
年
　
１０
月
２７
日

３
　
２
０
１
２
年
　
Ｈ
月
３０
日

（ι
　
２
０
１
３
年
　
１
月
２３
日

Θ
　
２
０
１
３
年
　
２
月
１９
日

月
）

木
）

水
）

木
）

木
）

金
）

水
）

火
）

９
　
２
０
１
３
年
　
３
月
１９
日

（火
）

以
上
９
回
開
き
ま
し
た

Ｉ
　
行
事

１
　
学
部
授
業

「キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
へ
の
協
力

今
年
度
は
鳥
居
伸
好
教
授
の
も
と
２
０
１
２
年
４
月

‐２
日
か
ら
２
０
１
２
年
７
月
２６
日
の
期
間
で
、
全
１５

回
の

「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
の
授
業
が
行
わ
れ
、

経
友
会
か
ら

渡
邊
長
武
　
（東
京
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

レ
ス
リ
ン
グ

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル

フ
ェ
ザ
ー
級

金
メ
ダ
リ
ス
ト

昭
和
３８
年
卒
）

安
島
志
郎
　
（む
さ
し
中
央
法
務
事
務
所
　
司
法
書

士
　
平
成
元
年
卒
）

志
茂
田
景
樹

（直
木
賞
作
家
　
昭
和
４０
年
卒
）

以
上
の
３
名
の
講
師
が

「学
外
授
業
特
別
協
力
者
」

と
し
て
講
義
を
お
こ
な
い
大
変
好
評
で
し
た
。

講
義
終
了
後
、
鳥
居
伸
好
教
授
を
中
心
に
講
師

・
学

生
学
員
で
懇
親
会
を
行

っ
た
（）

以
上

２
　
経
和
会
懇
親
会
に
参
加

２
０
１
２
年
３
月
７
日

（木
）
新
任
の
先
生
方
の
歓

迎
を
含
め
た
教
員
親
睦
会
で
あ
る
経
和
会
懇
親
会
に

招
待
さ
れ
参
加
し
た

）^

場
所

一
京
エ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
多
摩
で
本
会
よ
り
齋
藤

顧
間
、
田
中
常
任
幹
事
、
風
間
幹
事
長
が
出
席
し
た
。

白
門
経
友
会
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
作
成

ｏ
運
用

（中

間
報
告
）

２
０
１
２
年
１
月
２３
日

鳥
居

・
濱
岡

・
佐
藤

（文
）

・
２
０
１
２
年
１０
月
２５
日
の
常
任
幹
事
会
の
審
議
を

経
て
、
本
会
の
活
動
の
充
実
化
に
向
け
、
表
記
に
つ

い
て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、

本
会
会
員
の
笹
尾
昌
樹
氏

（２
０
０
０
６
年
３
月

卒
）
に
協
力
を
求
め
、
同
氏
が
所
属
す
る
グ
ラ
ウ
ン

ド
キ
ャ
ッ
ス
ル
社
に
開
発

・
運
用
を
依
頼
。
（開
発

費
用
は
１０
万
円
程
度
、
ま
た
毎
年
３
万
円
の
運
用
経

費
が
発
生
す
る
が
、
具
体
的
な
額
及
び
支
払
期
日
に

つ
い
て
は
、
今
後
コ
ス
ト
を
抑
え
る
方
向
で
交
渉
す

る
予
定

じ^

・
常
任
幹
事
会
で
は
、
鳥
居

・
濱
岡

・
佐
藤

（文
）

に
よ
―，
Ｗ
Ｇ
を
構
成
し
、
学
生
を
含
め
今
後
具
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
に
な

っ
た

）^

ｏ
今
後
、
２
月
末
ま
で
に
具
体
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
を

の
せ
、
４
月
に
は
完
成
さ
せ
る
。
以
後
は
更
新
作
業

等
を
含
め
運
用
に
入
る
。

‐Ⅲ‐●
″一壮
一
●
●
一

第
４７
号
　
２
０
１
２
年
３
月
２０
日
発
行

卒
業
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
、
第
２０
回
総
会
案
内
等

掲
載

第
４８
号
　
２
０
１
２
年
５
月
１０
日
発
行

定
期
総
会
の
案
内

第
４９
号
　
２
０
１
２
年
Ｈ
月
１
日
発
行

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
授
業
を
通
し
て
、
加
藤
翔

３
年
生
、
小
西
浮
美
３
年
生

「
地
球
科
学
に
魅
せ
ら
れ
て
」

第
５０
号
　
２
０
１
３
年
３
月
１０
日
発
行

会
長
卒
業
挨
拶
、
会
Ｈ
Ｐ
作
成

てえ
、
あ
の
先
生
が
シ
リ
ー
ズ
⑬佐

々
木
創
准
教
授

‐Ｖ■
学
生
へ
の
呼
び
か
け

経
済
学
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
連
合
会
、
キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ

ン
ス
学
生
運
営
委
員
会
、
先
生
方
の
ゼ
ミ
学
生
と
の

交
流
を
広
げ
る
た
め
、
常
任
幹
事
会
、
諸
行
事

へ
の

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

第
１
号
議
案

⌒２
）

２
０
１
２
年
度
決
算
報
告
書

一

別
掲
０

第
２
号
議
案
　
２
０
１
３
年
度
活
動
計
画
承
認
の
件

¨

中
野
智
子
教
授

・
運
用
に
つ
い

佐
藤
文
博
教
授
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２
０
１
３
年
度
定
期
総
会

日
　
時
　
　
２
０
１
３
年
６
月
１
日

（土
）
１４
時

場
　
所
　
　
中
央
大
学
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス

７
号
館
　
７
１
０
４
号
室

総
会
終
了
後
、
講
演
を
実
施
す
る
。

演
　
題

　

「
日
本
の
名
城

（そ
の
見
ど
こ
ろ
と
楽

し
み
方
と

講
　
師
　
　
片
桐
稔
晴

教
授

幹
事
会

年
２
回
程
度
開
催
す
る
。

常
任
幹
事
会

年
１０
回
程
度
開
催
す
る
。

一ξ
●

学
部
授
業

「キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」
へ
の
協
力

学
外
か
ら
と
会
員
よ
り
の
講
師
の
推
薦
を
経
友
会
と

し
て
協
力
す
る
。

学
部
行
事

「キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
へ
の
協
力

担
当
す
る
学
生
委
員
会
及
び
学
生
運
営
委
員
会
と
連

絡
を
と
り
全
面
的
に
協
力
す
る
。

白
門
経
友
会
２２
年
目
を
む
か
え
会
員
同
士
の
親
睦
を

計
り
教
職
員
及
び
学
生
と
の
交
流
を
深
め
る
行
事
を

行
う
。

会
報
発
行

会
報

「白
門
経
友
会
」
を
年
３
回
発
行
す
る
（）

一
そ
の
■
一

白
門
経
友
会
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ

入
会
呼
び
か
け
の
強
化

2013年 度

111

」 問 俊 範

2111■‐

2012年 度 決算報告書

第
２
号
議
案

（２
）

別
掲
②

２
０
１
３
年
度
予
算
案

収入の部              1支 出の部

科 目 金額 科 目 金 額

前年度繰越金          528645 総会費

会費収入            5620001会 報発行費用     1    803699
総会費収入           98000 他支部との交流費          0
寄付金収入           630001事 務通信費             0
受取利息              111 振込手数料           18520
教員・学生との交流会費     100000 会議費               0
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【２
０
１
３
年
度
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目
と

ゲ
ス
ト
講
師
予
定
】

経
済
学
部
教
授
　
鳥
居
伸
好

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
科
目
は
、
履
修
学
生
が
自
分
自
身

で
進
路
設
計
あ
る
い
は
人
生
設
計
を
行
う
際
に
必
要
と
さ

れ
る
情
報
提
供
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
る
こ
と
を
ね

ら
い
と
し
て
、
社
会

の
様
々
な
分
野
で
活
躍
し
て
い
る

方
々
を
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
自
身
の
体
験
談

や
仕
事
の
面
白
さ
等
に
つ
い
て
、
話
を
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
３
年
度
の
グ
ス
ト
講
師
と
日

程
は
以
下
の
通
り
で
す
。

５
月
７
日
風
間
俊
範
氏

（か
ざ
ま
不
動
産
取
締
役

・
ビ

ル
管
理
会
社
会
長
）
、
５
月
１４
日
石
田
荘
氏

（「通
信
文
化

新
報
」
記
者
、
元
葛
飾
郵
便
局
長
）
、
５
月
２‐
日
千
葉
千

枝
子
氏

（観
光
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
大
学
講
師
）
、
５
月

２８
日
高
田
圭
悟
氏

（株
式
会
社
プ
レ
イ
フ
ル
代
表
取
締
役

社
長
）
、
６
月
Ｈ
日
齊
藤
巌
氏

（株
式
会
社
ア
ム
ス
ク
顧

問
、
エ
レ
ッ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
関
連
会
社
社
長
歴
任
）
、
６

月
１８
日
中
村
博
司
氏

（日
本
オ
ラ
ク
ル

・
プ
リ
ン
シ
パ
ル

Ｄ
Ｂ
Ａ
）
、
６
月
２５
日
川
島
弘
之
氏

（西
武
信
用
金
庫
専

務
理
事
）
、
７
月
２
日
田
嶋
治
久
氏

（日
本
銀
行
情
報
サ
ー

ビ
ス
局
企
画
役
）
、
木
崎
容
子
氏

（空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
株

式
会
社

エ
ア
ラ
イ
ン
業
務
本
部
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
、
元

日
本
航
空
運
送
旅
客
教
官

・
政
府
専
用
機
Ｖ
Ｉ
Ｐ
フ
ラ
イ

ト
担
当
）
、
亀
谷
二
男
氏

（元
三
鷹
市
議
会
事
務
局
長
、

前
経
済
学
部
特
任
助
教
）

以
上
で
す

）^

船
出

の
と
き

准
教
授
　
鳥
居
鉱
太
郎

２
０
１
３
年
３
月
１７
日

（日
）
、
鳥
居

（鉱
）
ゼ
ミ
の
第

一
期
生
卒
業
懇

親
会
を
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
ご
多
忙
の
な
か
、
経
友
会
の
諸
先
輩
方
を
は

じ
め
九
名
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
遠
く
は
青
森
県
か
ら
、
卒
業
生
の
お
父
様
で
あ
ら
れ
る
角
田
斉
様

も
お
越
し
下
さ
い
ま
し
た
。
五
名
の
卒
業
生
は
沢
山
の
先
輩

・
後
輩
に
卒
業

を
祝
福
さ
れ
、
四
年
間
の
集
大
成
と
し
て
思
い
出
深
い

一
日
と
な

っ
た
こ
と

と
思
い
ま
す
。
懇
親
会
の
会
場
は
、
幾
分
風
が
あ

っ
た
も
の
の
、
寒
さ
も
ゆ

る
ん
だ
絶
好
の
東
京
湾
で
し
た
。
と
い
う
の
は
会
場
が
貸
し
切
り
の
屋
形
船

で
、
お
台
場
周
辺
の
海
上
に
お
い
て
総
勢
三
十
名
で
実
施
し
た
次
第
で
す
。

開
会
宣
言
の
あ
と
、
ま
ず
初
め
に
ご
来
賓
代
表
と
し
て
松
丸
和
夫
経
友
会

会
長
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
齋
藤
巌
経
友
会
顧
間
に
乾
杯
の
音
頭
を
頂
戴
し
ま

し
た
。
両
先
輩
か
ら
は
、
屋
形
船
で

一
心
同
体
の
も
と
新
た
な
旅
立
ち
を
称

え
ら
れ
、
荒
波
に
も
仲
間
と
力
を
合
わ
せ
て
乗
り
越
え
て
い
こ
う
／と
の
励
ま

し
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
を
く
ぐ
る
と
こ
ろ
で
、
一
同
心

一
つ
に
な
る
感
動
を
覚
え
た
瞬
間
で
し
た
。

一
期
生
の
進
路
は
情
報
処
理
系
か
ら
公
務
員
、
物
流
、
自
動
車
部
品
、
交

通
広
告
と
多
様
で
す
ｃ
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し
た
活

躍
を
、
大
い
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
卒
業
生
か
ら
は
、
中
央
大
学
経
済
学
部

で
学
べ
て
、
ま
た
す
ば
ら
し
い
先
輩
方
に
も
囲
ま
れ
て
幸
せ
な
気
持
ち
で

一
杯
、

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
各
座
敷
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
年
代
を
超
え
て
大
い
に
会

話
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

く
じ
ら
の
た
れ
や
金
目
の
干
物
が
当
た
る
抽
選
会
の
あ
と
、
六
月
の
経
友
会
定

期
総
会
や
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
で
の
再
会
を
約
束
し
て
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

下
船
後
も
皆
名
残
惜
し
く
な

っ
て
解
散
で
き
ず
に
い
ま
し
た
が
、
齋
藤
顧
間
の
三

本
締
め
に
続
き
、
田
中
右

一
経
友
会
幹
事
の
ご
発
声
で
、
中
大
応
援
コ
ー
ル
を
ご

披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。
初
め
て
の
体
験
に
、
学
生

一
同
、
感
謝
感
激
の

一
幕
で

終
了
と
な
り
ま
し
た
。
白
門
経
友
会
の
皆
様
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ゼ
ミ

一
同
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
（）

2013年 5月 10日   第51号

発 行 白門経友会常任幹事会

発行人 白門経友会編集委員長

鈴 木 秀 男

〒1920355八 王子市掘之内817番地

鈴木様方

TEL 042 (676)8266 

“

t)

RへX 042(674)8668
E― mail:dome880themis.ocn.ne.jp

郵便振込口座 00180-7-753686


